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平成２２年度実施 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 成果報告書 

 

 

実施団体名 滋賀県 

 

事業名称  医療関係 

 

 

１ 事業の目的 

滋賀県が提唱する８つの未来戦略のなかに「地域を支える医療福祉・在宅看取り」と「命と暮ら

しを守る安心・安全」プロジェクトがある。この一環として「病理診断迅速返却システムの構築」

と「地域を支え繋ぐ医療専門職育成事業」が取り入れられている。本事業は、この中でがんを診断

する病理医が決定的に不足している状況を、ICT を活用し省力化することで予備力を増やしそれを

相互支援に回すとともに迅速に質の高い病理診断を提供することによって地域医療の円滑化・迅速

化を図ろうとするものである。 

 

2 事業の概要 

病理医のいない病院や診療所と標本作製施設、病理医のいる施設を結ぶ ICT ネットワーク、病

理医間を結ぶ ICT ネットワークを形成する。このために、ネットワーク回線を準備し、テレリポ

ーティングとバーチャルスライドによるテレパソロジーのシステムを構築する。まず、診断者グ

ループを結成し、相互支援のプログラムを提示する。漸次、参加病理診断者を増やしていく。次

に、病理医はいないが病理検査技師のいる病院と診断者グループを結び、主に術中迅速診断支援

ネットワークを形成する。 

更に、病理医のいない病院や診療所と検査センターなどの標本作製施設、病理医のいる施設を

結ぶ通常病理診断迅速返却のシステムを構築する。 

また、医療専門職の育成や教育支援を行う。 

  

3 事業の実施概要（詳細は次ページ以降参照） 

遠隔病理診断ネットワークシステムについては、当センターと滋賀医科大学医学部附属病院、大

津赤十字病院が中心に、診断グループの構築、市立長浜病院を手始めに依頼グループの整備、臨床

検査技師研修の推進および精度管理等の枠組みの整備と共に、ネットワークの一部運用を開始した。 

医療専門職の育成については、病理標本切り出しマニュアル等をホームページに掲載し、自己学

習ができるよう整備をした。 

健康情報提供については、病気の正しい知識や予防策を医師が解説する映像をＨＰから動画配信

できるよう整備するとともに、保健所、市町とリンクを張り、さらにコンテンツをＤＶＤにし、病

院・施設に配布することで広く県民に活用されるよう整備を行った。 



Ⅰ 人材育成・活用成果 

１ 申請主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

         少なくとも県内の医療従事者すべてを対象とする事業展開を考えている。また、ICT の手段を

利用しての人材育成の手段を採ろうとしているため、一般県民や他県のものにも提供し、人材

育成を図ることが出来る。実質的には、県内病理医 24 名、病院臨床検査技師 60 名、保健所職

員 7 名、県庁・市町職員 20 名、他県協力者 5名と多数の一般県民を念頭に置いて活動する。 

   

② ＩＣＴ人材の育成方法 

  病院医師については、滋賀県病院協会での説明や滋賀県ＩＣＴ地域協議会(作業部会)での活動、

「遠隔病理診断ネットワークシンポジウム」を通じて当センター研究所長の真鍋(病理医)が中心

となり、事業の仕組みや詳細を各病院、診療所に浸透させている。 

    診断グループへは、当センターのＩＣＴ技術職員が滋賀医科大学附属病院、大津赤十字病院へ

直接出向いてネットワークの仕組みについて説明を行った。 

    依頼グループへは、市立長浜病院のネットへの接続を病院職員と共同で行うなど手厚い指導を

行うと共に、試行的に先行実施する市立長浜病院へ成人病センターから病理医を派遣し、バーチ

ャルスライドの運用を開始した。 

    病院臨床検査技師の育成については、契約期間で技師が病理標本の作製を自己学習できるよう

ホームページを整備した。 

    保健所職員、県庁・市町健康福祉担当職員については、県から健康情報の発信が行えるよう動

画配信をホームページに整備すると共に、該当ホームページにリンクを張ることで自らの事業で

活用されるよう県庁から各保健所、市町健康福祉担当課へ依頼した。 

    また、県内病院や老健施設へは、健康情報発信事業のお知らせと活用を兼ね、作成したＤＶＤ

を見本として配布することで、患者や入居者向けの健康教育（指導）として活用され、広く健康

情報発信サイトの周知を行うことで利用普及の環境整備を行った。 

さらに、一般県民(主に健康に興味のある高齢者)については、「健康」という身近な題材を通

してテレビ放送、動画配信、ＤＶＤ閲覧（病院、老健施設）と複層的な取組で利用促進を図った。 

   

③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

  現在のところ県内病理医 24 名に本事業についての概要を説明し、理解・協力をお願いし、

少なくとも 10 名の病理医の参加を得た。病院臨床検査技師の育成はまだ行われていないが、

当センター研究所と滋賀医科大学との間で教育体制の整備が図られている。 

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

    病院医師については、遠隔病理診断の診断者または依頼者としての役割を担うこととなる。 

        病院検査技師については、病理医のいない病院の実施主体として本システムの中心を担うこと

となる。 

    保健所職員および県庁・市町職員については、作成・発信している動画サイトを自身の健康教

育に活用することで事業の推進を図る。 



   一般県民については、動画サイトの閲覧やＤＶＤの視聴を通し、関係動画サイトへの周知を図

り、利用していく環境整備を行うことで広く人材の育成を図る。 

 

⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

  当事業年度については、整備を図ることを中心とした事業展開であり、ＩＣＴ人材の育成・活

用は主には次年度以降に実施されることとなる。機器の整備については、順次行われていくこと

から、整備に併せてＩＣＴ人材もネットワークを中心に活用が図られることとなる。 

 （将来的には以下の人員が育成・活用されることとなる見込み） 

病院医師     24 名（県内病理医) 

  病院臨床検査技師 60 名（60 病院） 

  保健所職員    7 名(7 保健所) 

  県庁・市町職員  20 名(1 人+19 市町) 

  他県       5 名（京都府） 

  一般県民         多数 

 

２ 事業運営主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

 関係職員６名（医師２名、臨床検査技師１名、事務１名、ＩＣＴ技術者２名） 

 

② ＩＣＴ人材の育成方法 

    ＩＣＴ関係事業者を通じての実地操作等 

 

③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 関係職員６名（医師２名、臨床検査技師１名、事務１名、ＩＣＴ技術者２名） 

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

   県内病院、関係機関への説明や実地指導を行う。 

 

⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

   当センターに設置された人材育成センターで医療現場で働くＩＣＴ職員の育成を行っていく。 

 

Ⅱ システム構築・活用成果 

１ 構築システム概要 

 病理部門システムに、ネットワーク展開可能な機能を付与し、IP-VPN 網に設置したもので、本質

は「病理所見の迅速交換システム」である。 

 

 実際の病理組織標本をデジタル化して作ったバーチャルスライドとの連携を前提とする余裕をシ

ステムに持たせてあるため、利用者がバーチャルスライドに接続すれば、即座に画像を見て診断（テ

レパソロジー）し、迅速返却システムで診断書を送付することが出来る。デジタル化に 5 分程度、オ



ンライン上で診断書が出来れば発送（テレリポーティング）は秒単位である。そのため、「術中迅速

診断」や「コンサルテーションによる精度管理」にも対応可能となる。 

  

 ユーザーライセンスがフリーである事および ASP 型システムである事から、市販の WindowsPC

を追加費用負担なく利用端末にできる汎用性を有する。また、IP-VPN 網による堅牢性を有するが、

その回線網に NTT 社・フレッツ VPN ワイドを利用することで利用者負担を低く（月額 1890 円）抑

えている。端末・回線における上述の工夫により、導入時の利用者負担を低く抑えることが可能であ

る。 

 

２ システム設計書 

  別添２のとおり 

   

 

３ システム運用で得られた成果 

（１） 回線について、バーチャルスライドメーカー各社に呼びかけを行い、「メッシュネットワーク

を展開した際に、ライセンス料で事業が破綻する可能性」や「利用者の操作環境における共

通化を目指していく必要性」などのネットワーク事業の展開における課題を、共有してもら

いつつある。 

（２） テレパソロジー、テレリポーティングにより短時間での診断書返却が可能であること、搬送

の手間（標本の梱包、運送、受け取り手続き、検鏡前の標本の整理、診断後の標本の梱包、

運送の準備と運送などに要する時間と人手）を省くことが出来ることが実感された。 

 

４ 平成２２年度事業実施において明らかとなった課題 

  標本作製施設の設置機器経費負担（地域医療再生基金では半額補助）が一番の課題となりそうで

ある。また、病理医のいる診断グループでも精度管理を行う場合には、バーチャルスライド取り込

み装置が必要になってくるが、病院側自体には設置するメリットが少ないことから、費用負担の面

で課題が生じている。地域医療再生基金担当部局に問題を提起し特例的な取り扱いが可能か確認を

行っている途中である。実際の運用に関しては、保険医療として出来る部分、出来ない部分があり、

診断料金設定を含めルール作りが必要となる。 

  当ネットワークの要は、病理医のいない病院で病理標本を作製し、バーチャルスライドに取り込

む作業を行う臨床検査技師であり、機器の整備と同時に技師の養成を行う必要がある。 

公的病院でも人員に余裕はないが、それ以上に民間病院の場合では、技師の養成に必要な時間を

割いてもらうことが難しいため、より研修内容を工夫し、病院側や技師本人にできるだけ少ない負

担で養成していけるよう研修プログラムの改良が整備の進捗に大きく影響してくる。 

  また、病院間同士の事業展開を考えてきたが、これからの医療のあり方を考えると、診療所まで

含めた連携が不可欠であり、官民挙げての取組として、検査業界まで取り込んだネットワークを構

築していくことで事業の効果を上げる必要がある。 

 

５ 自律的・継続的運営の見込み 



  滋賀県基本計画に位置付けられた施策として、計画的に事業の企画立案をしていくことで資金的には

継続していける。 

   当事業の実施体制は、当センター、滋賀医科大学医学部附属病院、大津赤十字病院を中心とした

「ICT 地域協議会」と事務作業を受け持つ「作業部会」で構成されており、この数ヶ月で運営母体ができあ

がったことから、この母体を中心に今後も事業の実施ができるものと思料する。 

 

６ 今後の展開方針 

（１）遠隔病理診断ネットワーク関係 

   当システムの展開には、病理医はいないが術中迅速診断を希望する病院にバーチャルスライド

取り込み装置などの機器を整備していくこと、病理検査技師を育成していくことが不可欠であり、

平成 22 年度補正事業（厚生労働省）の地域医療再生基金を活用して整備を進めていくこととなる。

当基金により、平成 25 年度末までに地域性を考慮しながら整備を進め、診断体制を確立していく。

以下、今後の展開方針を箇条書きしておく。 

① 術中迅速診断に対応するネットワークへの参加施設を増やすとともに、診断施設の増加を目指す。

滋賀県病院協会との協力で行う。 

② 通常病理診断への応用を図る。 

i. 参加診療所を募る。滋賀県医師会の協力で行う。 

ii. 参加標本作製施設を募り、バーチャルスライド取り込み装置を配置する（再生基金からの補

助が必須）。 

iii. i、ii の施設と診断者を、提供するネットワークに接続する。 

③ 通常病理診断の病理医相互支援を図る。 

i. 参加病理医を募る。 

ii. バーチャルスライド取り込み装置を配置する。 

iii. ネットワークに連結する。 

iv. 診断時に、適宜診断支援を行う（報告書返却前精度管理） 

④ 報告書返却後精度管理へ応用する。 

i. 参加病理医を募る。 

ii. バーチャルスライド取り込み装置の存否を確認し、必要であれば配置する。 

iii. ネットワークに連結する。 

iv. 被監査病理医の診断した症例のうちから 10％の症例をランダムに抽出する。 

v. 監査病理医による監査（病理診断および報告書記載内容のチェック）を行う。 

⑤ 運用ルールを作成する。 

⑥ 診断者拡大のための法的支援を確立する。 

⑦ 事業展開の啓発、周知に努める。 

⑧ 他県ネットワ－クとの連携を図る。 

 

（２）健康情報の発信 

   引き続き、健康情報の発信を行うことで、広く県民に健康情報を提供するとともに、ＩＣＴに親

しむ機会を作っていく。 



 

（３）医療領域に機能するＩＣＴ人材の育成 

   当センターに設立した人材育成センターで、病院医療機関で働くＩＣＴ技術職員の育成・教育を

実施する。 

 

（４）病病診在宅の医療体制のＩＣＴ利活用の展開 

   将来の医療を見据えて、地域医療連携の展開を考案していく。 

 

Ⅲ 実施体制 

１ 実施体制 

 

  滋賀県ＩＣＴ地域協議会 

     （目的）遠隔病理診断ネットワークの円滑な運用により、県内の病理医不足によるがん診

療の遅れを解消し、がん医療の均てん化を図る。 

 

  主体：滋賀県（滋賀県立成人病センター） 

 

  協力：滋賀医科大学医学部附属病院、大津赤十字病院 

 

  実施：作業部会（３病院中心） 

 

 

２ 各主体の役割 

No 名  称 役  割 

１ 滋賀県ＩＣＴ地域協議会 遠隔病理診断ネットワークシステム等の運用策定 

２    同     作業部会 協議会の実働体、診断病院３機関を中心に構成 

３ 
滋賀県立成人病センター 

経営企画室 
協議会事務局 

４ 
滋賀県立成人病センター 

医療情報室 
当センター内外のネットワークの調整 

５ 滋賀県立成人病センター研究所 
診断グループの中核として診断の実施 

人材教育の実施（臨床検査技師） 

６ 滋賀医科大学医学部附属病院 診断グループの一角として診断の実施 

７ 大津赤十字病院 診断グループの一角として診断の実施 

 

３ 事業実施進行表 



実施内容 

H23 

2 月 

 

 

3 月 

 

4 月 

 

5 月 

 

 

6 月 

 

7 月 

協議会等設立・

準備会合 

      

協議会等開催    ▲  ▲ 

協議会作業部会

指導 

      

健康情報提供プ

ログラム作成 

      

シンポジウム        ▲ 

システム稼働 

 

      

報告書作成       

       

 

 

Ⅳ 本事業に関する周知・広報等 

１．本事業により構築したウェブサイト又は本事業を掲載したウェブサイト 

[１] http://www.pref.shiga.jp/e/seijin/info_effort_04.html 

 ［滋賀県立成人病センター > 健康情報の発信］ 

http://www.youtube.com/watch?v=ddPS-A9zfUE 

 ［前立腺がんとはどんな病気ですか？YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=3c8jTmPX5mY 

 ［前立腺がんは、どうやって見つけるの？YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=iAj8recTo6A 

 ［前立腺がんの治療法（１）YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=_Sxd7Q7Cass 

 ［前立腺がんの治療法（２）YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=1SJR_LbUm9s 

 ［“血液がんとは” ～どんな病気？治るの？～YouTube（限定公開）］ 

入札 収録 編集・納品 

準備 

入札 システム設計・構築 稼働 



http://www.youtube.com/watch?v=l8VtelzhciI 

 ［“白血病” ～診断と治療～YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=DQG6kXjex58 

 ［“悪性リンパ腫” ～診断と治療～YouTube（限定公開）］ 

http://www.youtube.com/watch?v=koBjIdBKlEs 

 ［“血液がんと移植療法” ～幹細胞移植のいろいろ～YouTube（限定公開）］ 

 

[２] http://www33052u.sakura.ne.jp/ ［病理診断教育支援機構］ 

 

[３] http://130.54.99.54/vod/m-vod/vis01/index.asp 

 ［VISUALEARN：京都大学人間健康科学系専攻］ 

 

２．メディア等での紹介 

 

 

３．その他 

 

 

 

依頼病院側 



 

診断病院側 



 



 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

遠隔病理診断ネットワークシンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







Ⅴ 事業による成果 

１ 事業による成果（アウトプット指標） 

 

項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

医療者向け講演会参

加者数 

５６人 指数とは言えないが、シン

ポジウム当日の状況をビデ

オ撮影しているので、二次

活用していく。 

平成２３年７月１６日  参加者数５６人中半数の２８名が医療機器メー

カーからの参加であったことから、業界の期待の高

さがうかがわれる。遠方（関東）の医療機関からの

参加もあったことから、県を越える広域連携も視野

に入れて展開となる可能性も高い。 

バーチャルスライド

設置病院数 

    

遠隔病理診断依頼件

数 

    

健康情報提供サイト

登録市町数 

    

健康情報提供サイト

アクセス数 

    

病理検査技師育成件

数 

    

遠隔病理診断ネット

ワーク参画医療機関

数 

    

 

 

以下の指標については、調査時期未到来または設置後短期間のためデータ蓄積が行えていません。 

適切な時期に成果を検証します。 



２ 事業による社会的効果等（アウトカム指標） 

 

項 目 事業成果 調査内容 算出方法 調査時期 結果についての分析 

患者待ち時間

の短縮時間 

     

遠隔地の医師

不在日数の減

少率 

     

（ １ 日 当 た

り）画像診断

処理件数の増

加率 

     

主観的健康度

向上率（実感） 

     

主観的理解度

向上率（実感） 

 

     

客観的理解度

向上率（関係

事 業 へ の 従

事） 

 

     

病理診断の迅

速化 

 

     



 

依頼医療施設

の満足度 

病理診断グル

ープの負担や

不満 

     

健康情報コン

テンツの閲覧

回数 

     

県民の健康に

対する関心度

の向上率 

     

県民の主観的

健康知識レベ

ルの向上率 

     

養成検査技師

者数の増加 

     



３ 目標の進捗率 

指標 目標値 結果の数値 計測方法・出展等 調査時期 結果の分析（目標値の結果が大きい） 

・ネットワークを

構成する組織体の

体制整備 

・診断グループ間

の診断試行、依頼

グループとの連携

試行 

・人材育成教材の

作成 

診断グルー

プ 3 病院と

依頼グルー

プ 3 病院の

連携 

６１％ ・ ３つの項目をそれ

ぞれ 3 分の１と

し、それぞれの進

捗割合をかける。 

1/3×1/3+1/3×1/2+1/3×1  

平成 23 年 7

月 14 日 

・ 診断グループの１つにはバーチャルスライドが未整備であること

から優先的に整備する必要がある。 

・ 診断グループの内 2 病院のネットワーク接続が未了であることか

ら整備を進める必要がある。 

・ 機器整備は、厚生労働省の地域医療再生基金を活用して整備を図

るが、厚生労働省の交付決定が遅れていることから、全体の進捗

が遅れている。 

・ 診断グループ（成人病センター）と依頼グループ（市立長浜病院）

との診断試行は完了。 

・ 人材育成教材の作成は完了している。 

 

 

     

 

 

     

 

 

     

 

 

     

 


